
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
の
日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
を
改
正
す
る
議
定
書

日
本
国
政
府
及
び
ス
イ
ス
連
邦
政
府
は
、

二
千
十
年
五
月
二
十
一
日
に
ベ
ル
ン
で
署
名
さ
れ
た
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
千
九
百
七
十
一
年
一
月
十
九
日
に
東
京

で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
の
日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
（
以
下
「
条

約
」
と
い
う
。
）
及
び
条
約
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
二
千
十
年
五
月
二
十
一
日
に
ベ
ル
ン
で
署
名
さ
れ
た
議
定
書
（
以
下

「
条
約
の
議
定
書
」
と
い
う
。
）
を
改
正
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

条
約
前
文
中
「
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
し
、
二
重
課
税
を
回
避
す
る
た
め
の
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、
」
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

両
国
間
の
経
済
関
係
の
一
層
の
発
展
を
図
る
こ
と
及
び
租
税
に
関
す
る
両
国
間
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
し
て
、
脱
税
又
は
租
税
回
避
を
通
じ
た
非
課
税
又
は
租
税
の
軽
減
（
第
三
国
の
居
住
者
の
間
接



的
な
利
益
の
た
め
に
こ
の
条
約
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
租
税
の
免
除
又
は
軽
減
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
約
漁
り
の
仕

あ
さ

組
み
を
通
じ
た
も
の
を
含
む
。
）
の
機
会
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
二
重
課
税
を
除
去
す
る
た
め
の
条
約
を
締
結
す
る
こ

と
を
意
図
し
て
、

第
二
条

条
約
第
二
条
１

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(a)

日
本
国
に
つ
い
て
は
、

(a)

所
得
税

(i)

法
人
税

(ii)

復
興
特
別
所
得
税

(iii)

地
方
法
人
税

(iv)

住
民
税

(v)（
以
下
「
日
本
国
の
租
税
」
と
い
う
。
）

第
三
条

１

条
約
第
三
条
１

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(h)

「
国
際
運
輸
」
と
は
、
船
舶
又
は
航
空
機
に
よ
る
運
送
（
当
該
船
舶
又
は
航
空
機
が
一
方
の
締
約
国
内
の
地
点
の
間

(h)
に
お
い
て
の
み
運
用
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
船
舶
又
は
航
空
機
を
運
用
す
る
企
業
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
企
業
で
な
い

場
合
に
お
け
る
運
送
を
除
く
。
）
を
い
う
。

２

条
約
第
三
条
１

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(j)
(ii)

ス
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者

(ii)
第
四
条

１

条
約
第
五
条
２

を
削
る
。

(g)

２

条
約
第
五
条
２
の
次
に
次
の
３
を
加
え
る
。

３

建
築
工
事
現
場
又
は
建
設
若
し
く
は
据
付
け
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
工
事
現
場
又
は
工
事
が
十
二
箇
月
を
超

え
る
期
間
存
続
す
る
場
合
に
限
り
、
恒
久
的
施
設
を
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

３

条
約
第
五
条
４
中
「
５
」
を
「
６
」
に
、
「
３
」
を
「
４
」
に
改
め
る
。

４

条
約
第
五
条
３
、
４
、
５
及
び
６
を
そ
れ
ぞ
れ
同
条
４
、
５
、
６
及
び
７
と
す
る
。



１

条
約
第
三
条
１

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(h)

「
国
際
運
輸
」
と
は
、
船
舶
又
は
航
空
機
に
よ
る
運
送
（
当
該
船
舶
又
は
航
空
機
が
一
方
の
締
約
国
内
の
地
点
の
間

(h)
に
お
い
て
の
み
運
用
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
船
舶
又
は
航
空
機
を
運
用
す
る
企
業
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
企
業
で
な
い

場
合
に
お
け
る
運
送
を
除
く
。
）
を
い
う
。

２

条
約
第
三
条
１

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(j)
(ii)

ス
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者

(ii)
第
四
条

１

条
約
第
五
条
２

を
削
る
。

(g)

２

条
約
第
五
条
２
の
次
に
次
の
３
を
加
え
る
。

３

建
築
工
事
現
場
又
は
建
設
若
し
く
は
据
付
け
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
工
事
現
場
又
は
工
事
が
十
二
箇
月
を
超

え
る
期
間
存
続
す
る
場
合
に
限
り
、
恒
久
的
施
設
を
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

３

条
約
第
五
条
４
中
「
５
」
を
「
６
」
に
、
「
３
」
を
「
４
」
に
改
め
る
。

４

条
約
第
五
条
３
、
４
、
５
及
び
６
を
そ
れ
ぞ
れ
同
条
４
、
５
、
６
及
び
７
と
す
る
。



第
五
条

条
約
第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条

１

一
方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
に
対
し
て
は
、
そ
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
当

該
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
事
業
を
行
わ
な
い
限
り
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
方
の
締
約
国
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い

て
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
２
の
規
定
に
よ
つ
て
当
該
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
利
得
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締

約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
条
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
の
適
用
上
、
各
締
約
国
に
お
い
て
１
に
規
定
す
る
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
利
得

は
、
企
業
が
当
該
恒
久
的
施
設
及
び
当
該
企
業
の
他
の
構
成
部
分
を
通
じ
て
果
た
す
機
能
、
使
用
す
る
資
産
及
び
引
き
受

け
る
危
険
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
該
恒
久
的
施
設
が
同
一
又
は
類
似
の
条
件
で
同
一
又
は
類
似
の
活
動
を
行
う
分
離
し
、

か
つ
、
独
立
し
た
企
業
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
特
に
当
該
企
業
の
他
の
構
成
部
分
と
の
取
引
に
お
い
て
も
、
当
該
恒
久

的
施
設
が
取
得
し
た
と
み
ら
れ
る
利
得
と
す
る
。

３

一
方
の
締
約
国
が
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
企
業
の
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
利
得
を
２
の
規
定
に
よ
つ
て
調
整

し
、
そ
れ
に
伴
い
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
さ
れ
た
当
該
企
業
の
利
得
に
租
税
を
課
す
る
場
合
に
は
、
当
該

他
方
の
締
約
国
は
、
そ
の
利
得
に
対
す
る
二
重
課
税
を
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
限
り
、
そ
の
利
得
に
対
し
て
当

該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
課
さ
れ
た
租
税
の
額
に
つ
い
て
適
当
な
調
整
を
行
う
。
こ
の
調
整
に
当
た
り
、
両
締
約
国
の

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
相
互
に
協
議
す
る
。

４

他
の
条
で
別
個
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
所
得
が
企
業
の
利
得
に
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
の
条
の
規
定
は
、
こ
の

条
の
規
定
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
六
条

条
約
第
九
条
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

一
方
の
締
約
国
が
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
さ
れ
た
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
を
当
該
一
方
の

締
約
国
の
企
業
の
利
得
に
算
入
し
て
租
税
を
課
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
算
入
さ
れ
た
利
得
が
、
双
方
の
企
業
の
間
に

設
け
ら
れ
た
条
件
が
独
立
の
企
業
の
間
に
設
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
条
件
で
あ
つ
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
一
方
の
締
約
国
の

企
業
の
利
得
と
な
つ
た
と
み
ら
れ
る
利
得
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
は
、
そ
の
利
得
に
対
し
て
当
該
他
方
の



３

一
方
の
締
約
国
が
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
企
業
の
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
利
得
を
２
の
規
定
に
よ
つ
て
調
整

し
、
そ
れ
に
伴
い
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
さ
れ
た
当
該
企
業
の
利
得
に
租
税
を
課
す
る
場
合
に
は
、
当
該

他
方
の
締
約
国
は
、
そ
の
利
得
に
対
す
る
二
重
課
税
を
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
限
り
、
そ
の
利
得
に
対
し
て
当

該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
課
さ
れ
た
租
税
の
額
に
つ
い
て
適
当
な
調
整
を
行
う
。
こ
の
調
整
に
当
た
り
、
両
締
約
国
の

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
相
互
に
協
議
す
る
。

４

他
の
条
で
別
個
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
所
得
が
企
業
の
利
得
に
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
の
条
の
規
定
は
、
こ
の

条
の
規
定
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
六
条

条
約
第
九
条
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

一
方
の
締
約
国
が
、
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
さ
れ
た
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
の
利
得
を
当
該
一
方
の

締
約
国
の
企
業
の
利
得
に
算
入
し
て
租
税
を
課
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
算
入
さ
れ
た
利
得
が
、
双
方
の
企
業
の
間
に

設
け
ら
れ
た
条
件
が
独
立
の
企
業
の
間
に
設
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
条
件
で
あ
つ
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
一
方
の
締
約
国
の

企
業
の
利
得
と
な
つ
た
と
み
ら
れ
る
利
得
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
は
、
そ
の
利
得
に
対
し
て
当
該
他
方
の



締
約
国
に
お
い
て
課
さ
れ
た
租
税
の
額
に
つ
い
て
適
当
な
調
整
を
行
う
。
こ
の
調
整
に
当
た
り
、
こ
の
条
約
の
他
の
規
定

に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
も
の
と
し
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
相
互
に
協
議
す
る
。

第
七
条

条
約
第
十
条
２
及
び
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
が
支
払
う
配
当
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
も
、
当
該
一
方

の
締
約
国
の
法
令
に
従
つ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
租
税
の
額
は
、
当
該
配
当
の
受
益
者
が
他

方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
配
当
の
額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

３

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
が
支
払
う
配
当
に
対
し
て
は
、
当
該
配
当
の
受
益

者
が
、
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の

又
は

の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
他
方
の
締
約

(a)

(b)

国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
配
当
の
支
払
を
受
け
る
者
が
特
定
さ
れ
る
日
を
含
む
三
百
六
十
五
日
の
期
間
を
通
じ
、
次
の

又
は

に
掲
げ

(a)

(i)

(ii)

る
も
の
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
直
接
又
は
間
接
に
所
有
す
る
法
人
。
当
該
期
間
の
計
算
に
当
た
り
、
当
該
配
当
の
受

益
者
で
あ
る
法
人
又
は
当
該
配
当
を
支
払
う
法
人
の
合
併
若
し
く
は
分
割
又
は
法
的
な
形
態
の
変
更
の
直
接
の
結
果
と

し
て
行
わ
れ
る
所
有
の
変
更
は
、
考
慮
し
な
い
。

当
該
配
当
を
支
払
う
法
人
が
日
本
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
法
人
の
議
決
権

(i)

当
該
配
当
を
支
払
う
法
人
が
ス
イ
ス
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
法
人
の
発
行
済
株
式
又
は
議
決
権

(ii)
年
金
基
金
又
は
年
金
計
画
（
当
該
配
当
が
、
第
三
条
１

に
規
定
す
る
活
動
に
よ
つ
て
取
得
さ
れ
る
場
合
に
限

(b)

(k)
(ii)

る
。
）

第
八
条

１

条
約
第
十
一
条
１
か
ら
４
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ
、
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
受
益
者
で
あ
る
利
子
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締

約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
債
務
者
若
し
く
は
そ
の
関
係
者
の
収
入
、
売
上
げ
、
所
得
、
利
得
そ
の
他
の
資
金
の
流
出

入
、
債
務
者
若
し
く
は
そ
の
関
係
者
の
有
す
る
資
産
の
価
値
の
変
動
若
し
く
は
債
務
者
若
し
く
は
そ
の
関
係
者
が
支
払
う

配
当
、
組
合
の
分
配
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
支
払
金
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る
利
子
又
は
こ
れ
に
類
す
る
利
子
で

あ
つ
て
、
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
ず
る
も
の
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、
当
該
一
方
の
締
約



し
て
行
わ
れ
る
所
有
の
変
更
は
、
考
慮
し
な
い
。

当
該
配
当
を
支
払
う
法
人
が
日
本
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
法
人
の
議
決
権

(i)

当
該
配
当
を
支
払
う
法
人
が
ス
イ
ス
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
法
人
の
発
行
済
株
式
又
は
議
決
権

(ii)
年
金
基
金
又
は
年
金
計
画
（
当
該
配
当
が
、
第
三
条
１

に
規
定
す
る
活
動
に
よ
つ
て
取
得
さ
れ
る
場
合
に
限

(b)

(k)
(ii)

る
。
）

第
八
条

１

条
約
第
十
一
条
１
か
ら
４
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ
、
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
受
益
者
で
あ
る
利
子
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締

約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
債
務
者
若
し
く
は
そ
の
関
係
者
の
収
入
、
売
上
げ
、
所
得
、
利
得
そ
の
他
の
資
金
の
流
出

入
、
債
務
者
若
し
く
は
そ
の
関
係
者
の
有
す
る
資
産
の
価
値
の
変
動
若
し
く
は
債
務
者
若
し
く
は
そ
の
関
係
者
が
支
払
う

配
当
、
組
合
の
分
配
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
支
払
金
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る
利
子
又
は
こ
れ
に
類
す
る
利
子
で

あ
つ
て
、
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
ず
る
も
の
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、
当
該
一
方
の
締
約



国
の
法
令
に
従
つ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
租
税
の
額
は
、
当
該
利
子
の
受
益
者
が
他
方
の
締

約
国
の
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
利
子
の
額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

２

条
約
第
十
一
条
６
中
「
１
か
ら
３
ま
で
」
を
「
１
及
び
２
」
に
改
め
る
。

３

条
約
第
十
一
条
５
、
６
、
７
、
８
及
び
９
を
そ
れ
ぞ
れ
同
条
３
、
４
、
５
、
６
及
び
７
と
す
る
。

第
九
条

１

条
約
第
十
五
条
２

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(a)

そ
の
報
酬
の
受
領
者
が
、
当
該
年
に
お
い
て
開
始
し
、
又
は
終
了
す
る
い
ず
れ
の
十
二
箇
月
の
期
間
に
お
い
て
も
、

(a)
合
計
百
八
十
三
日
を
超
え
な
い
期
間
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
滞
在
し
、

２

条
約
第
十
五
条
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

１
及
び
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
、
船
舶
又
は
航
空
機
の
通
常
の
乗
組
員
の
一
員
と
し

て
、
国
際
運
輸
に
運
用
さ
れ
る
船
舶
内
又
は
航
空
機
内
に
お
い
て
行
う
勤
務
に
つ
い
て
取
得
す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
当

該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
船
舶
又
は
航
空
機
が
他
方
の
締
約
国

の
企
業
に
よ
つ
て
運
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
報
酬
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
も
租
税
を
課
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条

条
約
第
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
六
条

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
の
取
締
役
会
又
は
こ
れ
に
類
す
る
機
関
の
構
成
員
の

資
格
で
取
得
す
る
役
員
報
酬
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
支
払
金
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

条
約
第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条

専
ら
教
育
又
は
訓
練
を
受
け
る
た
め
一
方
の
締
約
国
内
に
滞
在
す
る
学
生
又
は
事
業
修
習
者
で
あ
つ
て
、
現
に
他
方
の
締

約
国
の
居
住
者
で
あ
る
も
の
又
は
そ
の
滞
在
の
直
前
に
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
つ
た
も
の
が
そ
の
生
計
、
教
育
又
は

訓
練
の
た
め
に
受
け
取
る
給
付
（
当
該
一
方
の
締
約
国
外
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の



こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条

条
約
第
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
六
条

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
の
取
締
役
会
又
は
こ
れ
に
類
す
る
機
関
の
構
成
員
の

資
格
で
取
得
す
る
役
員
報
酬
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
支
払
金
に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

条
約
第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条

専
ら
教
育
又
は
訓
練
を
受
け
る
た
め
一
方
の
締
約
国
内
に
滞
在
す
る
学
生
又
は
事
業
修
習
者
で
あ
つ
て
、
現
に
他
方
の
締

約
国
の
居
住
者
で
あ
る
も
の
又
は
そ
の
滞
在
の
直
前
に
他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
つ
た
も
の
が
そ
の
生
計
、
教
育
又
は

訓
練
の
た
め
に
受
け
取
る
給
付
（
当
該
一
方
の
締
約
国
外
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
て
は
、
当
該
一
方
の



締
約
国
に
お
い
て
は
、
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
事
業
修
習
者
の
場
合
に
は
、
こ
の
条
に
定
め
る
租
税
の
免
除

は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
最
初
に
訓
練
を
開
始
し
た
日
か
ら
四
年
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
の
み
適
用
す

る
。

第
十
二
条

条
約
第
二
十
一
条
の
Ａ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
Ａ

こ
の
条
約
の
他
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
匿
名
組
合
契
約
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
契
約
に
関
連
し
て
一
方
の
締
約
国
の
居

住
者
で
あ
る
匿
名
組
合
員
が
取
得
す
る
所
得
に
対
し
て
は
、
当
該
所
得
が
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ
、
か
つ
、
当
該

他
方
の
締
約
国
に
お
け
る
そ
の
支
払
者
の
課
税
所
得
の
計
算
上
控
除
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、

当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
つ
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条

１

条
約
第
二
十
二
条
の
Ａ
１
、
３
、
５

、
６

及
び
７
中
「
第
十
一
条
３

、

若
し
く
は

」
を
「
第
十
一
条
１
」
に

(a)

(a)

(c)

(d)

(e)

改
め
る
。

２

条
約
第
二
十
二
条
の
Ａ
８

中
「
第
十
一
条
３

、

若
し
く
は

」
を
「
第
十
一
条
１
」
に
改
め
る
。

(d)
(i)
(cc)

(c)

(d)

(e)

第
十
四
条

条
約
第
二
十
三
条
６
の
次
に
次
の
７
を
加
え
る
。

７

日
本
国
が
、
ス
イ
ス
の
居
住
者
が
取
得
す
る
所
得
に
対
し
て
、
こ
の
条
約
の
規
定
を
適
用
し
て
租
税
を
免
除
す
る
場
合

又
は
第
十
条
２
若
し
く
は
第
十
一
条
２
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
３
の
規
定
は
、
当
該
所
得
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
。

第
十
五
条

条
約
第
二
十
四
条
３
中
「
第
十
一
条
８
」
を
「
第
十
一
条
６
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条

１

条
約
第
二
十
五
条
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
措
置
に
よ
り
こ
の
条
約
の
規
定
に
適
合
し
な
い
課
税
を
受
け
た
と
認
め
る
者
又
は
受
け
る

こ
と
と
な
る
と
認
め
る
者
は
、
そ
の
事
案
に
つ
き
、
当
該
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
法
令
に
定
め
る
救
済
手
段
と
は
別

に
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
て
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
申
立
て
は
、
こ
の
条
約



２

条
約
第
二
十
二
条
の
Ａ
８

中
「
第
十
一
条
３

、

若
し
く
は

」
を
「
第
十
一
条
１
」
に
改
め
る
。

(d)
(i)
(cc)

(c)

(d)

(e)

第
十
四
条

条
約
第
二
十
三
条
６
の
次
に
次
の
７
を
加
え
る
。

７

日
本
国
が
、
ス
イ
ス
の
居
住
者
が
取
得
す
る
所
得
に
対
し
て
、
こ
の
条
約
の
規
定
を
適
用
し
て
租
税
を
免
除
す
る
場
合

又
は
第
十
条
２
若
し
く
は
第
十
一
条
２
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
３
の
規
定
は
、
当
該
所
得
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
。

第
十
五
条

条
約
第
二
十
四
条
３
中
「
第
十
一
条
８
」
を
「
第
十
一
条
６
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条

１

条
約
第
二
十
五
条
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
措
置
に
よ
り
こ
の
条
約
の
規
定
に
適
合
し
な
い
課
税
を
受
け
た
と
認
め
る
者
又
は
受
け
る

こ
と
と
な
る
と
認
め
る
者
は
、
そ
の
事
案
に
つ
き
、
当
該
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
法
令
に
定
め
る
救
済
手
段
と
は
別

に
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
て
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
申
立
て
は
、
こ
の
条
約



の
規
定
に
適
合
し
な
い
課
税
に
係
る
措
置
の
最
初
の
通
知
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

条
約
第
二
十
五
条
４
の
次
に
次
の
５
か
ら

ま
で
を
加
え
る
。

12

５

一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
措
置
に
よ
り
あ
る
者
が
こ
の
条
約
の
規
定
に
適
合
し
な
い
課
税
を
受
け
た
事
案
に
つ
い

(a)
て
、
１
の
規
定
に
従
つ
て
当
該
者
が
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
て
申
立
て
を
し
、
か
つ
、

当
該
事
案
に
対
処
す
る
た
め
に
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
要
請
し
た
全
て
の
情
報
が
両
締
約
国
の
権
限
の
あ

(b)
る
当
局
に
提
供
さ
れ
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
２
の
規
定
に
従
い
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
当
該
事
案
を
解
決

す
る
た
め
の
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、

当
該
者
が
書
面
に
よ
り
要
請
す
る
と
き
は
、
当
該
事
案
の
未
解
決
の
事
項
は
、
仲
裁
に
付
託
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
未

解
決
の
事
項
に
つ
い
て
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
裁
判
所
又
は
行
政
審
判
所
が
既
に
決
定
を
行
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
未
解

決
の
事
項
は
、
仲
裁
に
付
託
さ
れ
な
い
。
当
該
事
案
に
よ
つ
て
直
接
に
影
響
を
受
け
る
者
が
、
仲
裁
決
定
を
実
施
す
る
両

締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
合
意
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
仲
裁
決
定
は
、
両
締
約
国
を
拘
束
す
る

も
の
と
し
、
両
締
約
国
の
法
令
上
の
い
か
な
る
期
間
制
限
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
締
約

国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
こ
の
５
の
規
定
の
実
施
方
法
を
合
意
に
よ
つ
て
定
め
る
。

６

一
又
は
二
以
上
の
同
一
の
事
項
に
関
す
る
事
案
に
つ
い
て
裁
判
所
又
は
行
政
審
判
所
に
お
い
て
手
続
が
係
属
中
で
あ

(a)
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
、
１
及
び
２
の
規
定
に
従
つ
て
両
締
約
国
の
権
限
の

あ
る
当
局
の
合
意
に
よ
つ
て
事
案
を
解
決
す
る
た
め
の
手
続
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
相
互
協
議
手
続
」
と
い
う
。
）

を
停
止
し
た
場
合
に
は
、
５

に
規
定
す
る
期
間
は
、
当
該
事
案
に
係
る
裁
判
所
若
し
く
は
行
政
審
判
所
の
手
続
が
停

(b)

止
さ
れ
、
又
は
当
該
事
案
に
係
る
訴
訟
若
し
く
は
審
査
請
求
が
取
り
下
げ
ら
れ
る
ま
で
、
進
行
を
停
止
す
る
。

事
案
の
申
立
て
を
し
た
者
及
び
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
、
相
互
協
議
手
続
を
停
止
す
る
こ
と
に
つ
い

(b)
て
合
意
し
た
場
合
に
は
、
５

に
規
定
す
る
期
間
は
、
そ
の
停
止
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
、
進
行
を
停
止
す
る
。

(b)

事
案
に
よ
つ
て
直
接
に
影
響
を
受
け
る
者
が
５

に
規
定
す
る
期
間
の
開
始
の
後
に
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
権
限
の

(c)

(b)

あ
る
当
局
に
よ
つ
て
要
請
さ
れ
た
追
加
の
重
要
な
情
報
を
適
時
に
提
供
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
両
締
約
国
の
権
限

の
あ
る
当
局
が
合
意
す
る
場
合
に
は
、
当
該
期
間
は
、
そ
の
要
請
さ
れ
た
情
報
の
提
出
の
期
限
と
さ
れ
た
日
に
開
始
し

当
該
情
報
が
提
供
さ
れ
た
日
に
終
了
す
る
期
間
と
等
し
い
期
間
延
長
す
る
。

７

仲
裁
人
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
次
の
規
則
を
適
用
す
る
。

(a)

仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
は
、
国
際
租
税
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
専
門
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
三
人
の
個
人
で

(i)



６

一
又
は
二
以
上
の
同
一
の
事
項
に
関
す
る
事
案
に
つ
い
て
裁
判
所
又
は
行
政
審
判
所
に
お
い
て
手
続
が
係
属
中
で
あ

(a)
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
、
１
及
び
２
の
規
定
に
従
つ
て
両
締
約
国
の
権
限
の

あ
る
当
局
の
合
意
に
よ
つ
て
事
案
を
解
決
す
る
た
め
の
手
続
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
相
互
協
議
手
続
」
と
い
う
。
）

を
停
止
し
た
場
合
に
は
、
５

に
規
定
す
る
期
間
は
、
当
該
事
案
に
係
る
裁
判
所
若
し
く
は
行
政
審
判
所
の
手
続
が
停

(b)

止
さ
れ
、
又
は
当
該
事
案
に
係
る
訴
訟
若
し
く
は
審
査
請
求
が
取
り
下
げ
ら
れ
る
ま
で
、
進
行
を
停
止
す
る
。

事
案
の
申
立
て
を
し
た
者
及
び
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
、
相
互
協
議
手
続
を
停
止
す
る
こ
と
に
つ
い

(b)
て
合
意
し
た
場
合
に
は
、
５

に
規
定
す
る
期
間
は
、
そ
の
停
止
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
、
進
行
を
停
止
す
る
。

(b)

事
案
に
よ
つ
て
直
接
に
影
響
を
受
け
る
者
が
５

に
規
定
す
る
期
間
の
開
始
の
後
に
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
権
限
の

(c)

(b)

あ
る
当
局
に
よ
つ
て
要
請
さ
れ
た
追
加
の
重
要
な
情
報
を
適
時
に
提
供
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
両
締
約
国
の
権
限

の
あ
る
当
局
が
合
意
す
る
場
合
に
は
、
当
該
期
間
は
、
そ
の
要
請
さ
れ
た
情
報
の
提
出
の
期
限
と
さ
れ
た
日
に
開
始
し

当
該
情
報
が
提
供
さ
れ
た
日
に
終
了
す
る
期
間
と
等
し
い
期
間
延
長
す
る
。

７

仲
裁
人
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
次
の
規
則
を
適
用
す
る
。

(a)

仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
は
、
国
際
租
税
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
専
門
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
三
人
の
個
人
で

(i)



あ
る
仲
裁
人
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
る
。

各
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
一
人
の
仲
裁
人
を
任
命
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
任
命
さ
れ
た
二
人
の
仲
裁

(ii)
人
は
、
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
の
長
と
な
る
第
三
の
仲
裁
人
を
任
命
す
る
。
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
の
長
は
、
い
ず

れ
の
締
約
国
の
国
民
又
は
居
住
者
で
も
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

仲
裁
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
任
命
を
受
諾
す
る
時
に
お
い
て
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
、
税
務
当
局
及
び
財

(iii)
務
省
並
び
に
事
案
に
よ
つ
て
直
接
に
影
響
を
受
け
る
全
て
の
者
及
び
そ
の
顧
問
に
対
し
て
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
者
か
ら
独
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
事
案
に
係
る
仲
裁
手
続
を
通
じ
て
、
そ
の
公

平
性
及
び
独
立
性
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
並
び
に
当
該
仲
裁
手
続
の
後
の
妥
当
な
期
間
に
お
い
て
、
当
該
仲

裁
手
続
に
関
し
て
仲
裁
人
が
公
平
で
あ
り
、
か
つ
、
独
立
し
て
い
る
と
い
う
外
観
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を

行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
仲
裁
人
及
び
そ
の
職
員
が
、
仲
裁
手
続
の
実
施
に
先
立
つ
て
、
次
条
２
及
び
両

(b)
締
約
国
の
関
係
法
令
に
規
定
す
る
秘
密
及
び
不
開
示
に
関
す
る
義
務
に
従
つ
て
仲
裁
手
続
に
関
す
る
情
報
を
取
り
扱
う

こ
と
に
つ
い
て
書
面
に
よ
つ
て
合
意
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

こ
の
条
及
び
次
条
の
規
定
並
び
に
情
報
の
交
換
、
秘
密
及
び
行
政
支
援
に
関
す
る
両
締
約
国
の
法
令
の
適
用
上
、
仲

(c)
裁
人
及
び
そ
の
職
員
（
仲
裁
人
一
人
に
つ
い
て
三
人
ま
で
に
限
る
。
）
並
び
に
仲
裁
人
の
候
補
者
は
、
情
報
（
当
該
候

補
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
候
補
者
が
仲
裁
人
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲

に
限
る
。
）
の
開
示
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
又
は
当
局
と
み
な
す
。
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
又
は
仲
裁
人
の
候
補

者
が
受
領
す
る
情
報
及
び
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
か
ら
受
領
す
る
情
報
は
、
次
条
１

の
規
定
に
基
づ
い
て
交
換
さ
れ
た
情
報
と
み
な
す
。

８

仲
裁
決
定
は
、
最
終
的
な
も
の
と
す
る
。

(a)

仲
裁
決
定
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
裁
判
所
に
よ
る
最
終
的
な
決
定
に
よ
つ
て
当
該
仲
裁
決
定
が
無
効
と
さ
れ
る

(b)
場
合
に
は
、
両
締
約
国
を
拘
束
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
５
に
規
定
す
る
仲
裁
の
要
請
は
、
行
わ
れ
な
か
つ
た
も
の

と
し
、
仲
裁
手
続
（
７

及
び

並
び
に

の
規
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
行
わ
れ
な
か
つ
た
も
の
と
す
る
。

(b)

(c)

11

こ
の
場
合
に
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
新
た
な
仲
裁
の
要
請
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
合
意
す
る

場
合
を
除
く
ほ
か
、
新
た
な
仲
裁
の
要
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

仲
裁
決
定
は
、
先
例
と
し
て
の
価
値
を
有
し
な
い
。

(c)



こ
の
条
及
び
次
条
の
規
定
並
び
に
情
報
の
交
換
、
秘
密
及
び
行
政
支
援
に
関
す
る
両
締
約
国
の
法
令
の
適
用
上
、
仲

(c)
裁
人
及
び
そ
の
職
員
（
仲
裁
人
一
人
に
つ
い
て
三
人
ま
で
に
限
る
。
）
並
び
に
仲
裁
人
の
候
補
者
は
、
情
報
（
当
該
候

補
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
候
補
者
が
仲
裁
人
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲

に
限
る
。
）
の
開
示
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
又
は
当
局
と
み
な
す
。
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
又
は
仲
裁
人
の
候
補

者
が
受
領
す
る
情
報
及
び
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
か
ら
受
領
す
る
情
報
は
、
次
条
１

の
規
定
に
基
づ
い
て
交
換
さ
れ
た
情
報
と
み
な
す
。

８

仲
裁
決
定
は
、
最
終
的
な
も
の
と
す
る
。

(a)

仲
裁
決
定
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
裁
判
所
に
よ
る
最
終
的
な
決
定
に
よ
つ
て
当
該
仲
裁
決
定
が
無
効
と
さ
れ
る

(b)
場
合
に
は
、
両
締
約
国
を
拘
束
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
５
に
規
定
す
る
仲
裁
の
要
請
は
、
行
わ
れ
な
か
つ
た
も
の

と
し
、
仲
裁
手
続
（
７

及
び

並
び
に

の
規
定
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
行
わ
れ
な
か
つ
た
も
の
と
す
る
。

(b)

(c)

11

こ
の
場
合
に
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
新
た
な
仲
裁
の
要
請
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
合
意
す
る

場
合
を
除
く
ほ
か
、
新
た
な
仲
裁
の
要
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

仲
裁
決
定
は
、
先
例
と
し
て
の
価
値
を
有
し
な
い
。

(c)



９

事
案
に
よ
つ
て
直
接
に
影
響
を
受
け
る
者
が
、
仲
裁
決
定
を
実
施
す
る
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
合
意
を
受

(a)
け
入
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
る
更
な
る
検
討
は
、
行
わ
れ
な

い
。事

案
に
よ
つ
て
直
接
に
影
響
を
受
け
る
い
ず
れ
か
の
者
が
、
当
該
事
案
に
係
る
仲
裁
決
定
を
実
施
す
る
両
締
約
国
の

(b)
権
限
の
あ
る
当
局
の
合
意
に
つ
い
て
の
通
知
が
そ
の
者
に
送
付
さ
れ
た
日
の
後
六
十
日
以
内
に
、
裁
判
所
若
し
く
は
行

政
審
判
所
に
対
し
当
該
合
意
に
お
い
て
解
決
さ
れ
た
全
て
の
事
項
に
関
す
る
訴
訟
若
し
く
は
審
査
請
求
を
取
り
下
げ
な

い
場
合
又
は
当
該
合
意
と
整
合
的
な
方
法
に
よ
つ
て
当
該
事
項
に
関
す
る
係
属
中
の
訴
訟
手
続
若
し
く
は
行
政
手
続
を

終
了
さ
せ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
合
意
は
、
当
該
事
案
に
よ
つ
て
直
接
に
影
響
を
受
け
る
者
に
よ
つ
て
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
つ
た
も
の
と
す
る
。

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、
仲
裁
の
要
請
が
行
わ
れ
て
か
ら
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
が
そ
の
決
定
を
両
締
約
国
の
権
限

10
の
あ
る
当
局
に
送
付
す
る
ま
で
の
間
に
、
次
の

か
ら

ま
で
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
当
該
事
案
に

(a)

(c)

関
す
る
仲
裁
手
続
は
終
了
し
、
次
の

又
は

の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
当
該
事
案
に
関
す
る
相
互
協
議
手
続
も
終

(a)

(b)

了
す
る
。

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
、
２
の
規
定
に
従
い
当
該
事
案
を
解
決
す
る
た
め
の
合
意
に
達
す
る
場
合

(a)

当
該
事
案
の
申
立
て
を
し
た
者
が
、
仲
裁
の
要
請
又
は
相
互
協
議
手
続
の
申
立
て
を
撤
回
す
る
場
合

(b)

当
該
事
案
の
未
解
決
の
事
項
に
つ
い
て
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
裁
判
所
又
は
行
政
審
判
所
が
決
定
を
行
う
場
合

(c)
各
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
自
ら
の
費
用
及
び
自
ら
が
任
命
す
る
仲
裁
人
の
費
用
を
負
担
す
る
。
両
締
約
国
の

11
権
限
の
あ
る
当
局
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
の
長
の
費
用
そ
の
他
仲
裁
手
続
の

実
施
に
関
す
る
費
用
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
均
等
に
負
担
す
る
。

５
か
ら

ま
で
の
規
定
は
、
次
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

12

11

第
四
条
３
の
規
定
に
該
当
す
る
事
案

(a)

評
価
す
る
こ
と
が
困
難
な
無
形
資
産
に
関
す
る
第
九
条
１
に
規
定
す
る
状
況
に
お
け
る
利
得
の
更
正
に
関
す
る
事

(b)
案
。
た
だ
し
、
当
該
更
正
が
、
当
該
更
正
を
す
る
締
約
国
の
法
令
の
期
間
制
限
に
関
す
る
規
定
及
び
同
条
３
の
規
定
の

下
に
お
い
て
当
該
更
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
課
税
年
度
に
関
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
下

に
お
い
て
当
該
更
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
他
の
課
税
年
度
に
行
わ
れ
た
評
価
す
る
こ
と
が
困
難
な
無
形
資
産
に
係

る
取
引
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。



両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
、
２
の
規
定
に
従
い
当
該
事
案
を
解
決
す
る
た
め
の
合
意
に
達
す
る
場
合

(a)

当
該
事
案
の
申
立
て
を
し
た
者
が
、
仲
裁
の
要
請
又
は
相
互
協
議
手
続
の
申
立
て
を
撤
回
す
る
場
合

(b)

当
該
事
案
の
未
解
決
の
事
項
に
つ
い
て
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
裁
判
所
又
は
行
政
審
判
所
が
決
定
を
行
う
場
合

(c)
各
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
自
ら
の
費
用
及
び
自
ら
が
任
命
す
る
仲
裁
人
の
費
用
を
負
担
す
る
。
両
締
約
国
の

11
権
限
の
あ
る
当
局
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
の
長
の
費
用
そ
の
他
仲
裁
手
続
の

実
施
に
関
す
る
費
用
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
均
等
に
負
担
す
る
。

５
か
ら

ま
で
の
規
定
は
、
次
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

12

11

第
四
条
３
の
規
定
に
該
当
す
る
事
案

(a)

評
価
す
る
こ
と
が
困
難
な
無
形
資
産
に
関
す
る
第
九
条
１
に
規
定
す
る
状
況
に
お
け
る
利
得
の
更
正
に
関
す
る
事

(b)
案
。
た
だ
し
、
当
該
更
正
が
、
当
該
更
正
を
す
る
締
約
国
の
法
令
の
期
間
制
限
に
関
す
る
規
定
及
び
同
条
３
の
規
定
の

下
に
お
い
て
当
該
更
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
課
税
年
度
に
関
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
下

に
お
い
て
当
該
更
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
他
の
課
税
年
度
に
行
わ
れ
た
評
価
す
る
こ
と
が
困
難
な
無
形
資
産
に
係

る
取
引
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。



第
十
七
条

１

条
約
第
二
十
五
条
の
Ａ
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

１
の
規
定
に
基
づ
い
て
一
方
の
締
約
国
が
受
領
し
た
情
報
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
が
そ
の
法
令
に
基
づ
い
て
入
手
し

た
情
報
と
同
様
に
秘
密
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
し
、
１
に
規
定
す
る
租
税
の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
、
当
該
租
税
に
関
す

る
執
行
若
し
く
は
訴
追
、
当
該
租
税
に
関
す
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
又
は
こ
れ
ら
の
監
督
に
関
与
す
る
者
又
は

当
局
（
裁
判
所
及
び
行
政
機
関
を
含
む
。
）
に
対
し
て
の
み
開
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
者
又
は
当
局
は
、
当
該
情
報
を
そ

の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
の
み
使
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
者
又
は
当
局
は
、
当
該
情
報
を
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
審
理
又
は

司
法
上
の
決
定
に
お
い
て
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
文
か
ら
第
三
文
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約

国
が
受
領
し
た
情
報
は
、
両
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
他
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い

て
、
当
該
情
報
を
提
供
し
た
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
そ
の
よ
う
な
使
用
を
許
可
す
る
と
き
は
、
他
の
目
的

の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

条
約
第
二
十
五
条
の
Ａ
５
第
二
文
を
削
る
。

第
十
八
条

１

条
約
の
議
定
書
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

条
約
の
い
か
な
る
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
関
連
す
る
事
実
及
び
状
況
を
考
慮
し
て
、
条
約
に
基
づ
く
特
典
を

受
け
る
こ
と
が
当
該
特
典
を
直
接
又
は
間
接
に
得
る
こ
と
と
な
る
仕
組
み
又
は
取
引
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

判
断
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
当
該
特
典
を
与
え
る
こ
と
が
条
約
の
関
連
す

る
規
定
の
目
的
に
適
合
す
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
と
き
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
典
は
、
与
え
ら

れ
な
い
。

２

条
約
の
議
定
書
２
の
次
に
次
の
３
を
加
え
る
。

３

条
約
第
七
条
３
及
び
第
九
条
２
の
規
定
に
関
し
、

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
調
整
が
条
約
第
七
条
２
又
は
第
九
条
１
に
定
め
る
原
則
に
照

ら
し
て
正
当
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
原
則
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
額
に
関
し
て
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
同
意
す
る
場
合
に
限
り
、
条
約
第
七
条
３
又
は
第
九
条
２
の
規
定
に
従
っ
て
調
整
を
行
う
義
務
を
負
う
こ
と
が
了
解

さ
れ
る
。

３

条
約
の
議
定
書
３
中
「
２

及
び
」
を
削
る
。

(a)



１

条
約
の
議
定
書
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

条
約
の
い
か
な
る
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
関
連
す
る
事
実
及
び
状
況
を
考
慮
し
て
、
条
約
に
基
づ
く
特
典
を

受
け
る
こ
と
が
当
該
特
典
を
直
接
又
は
間
接
に
得
る
こ
と
と
な
る
仕
組
み
又
は
取
引
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

判
断
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
当
該
特
典
を
与
え
る
こ
と
が
条
約
の
関
連
す

る
規
定
の
目
的
に
適
合
す
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
と
き
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
典
は
、
与
え
ら

れ
な
い
。

２

条
約
の
議
定
書
２
の
次
に
次
の
３
を
加
え
る
。

３

条
約
第
七
条
３
及
び
第
九
条
２
の
規
定
に
関
し
、

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
調
整
が
条
約
第
七
条
２
又
は
第
九
条
１
に
定
め
る
原
則
に
照

ら
し
て
正
当
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
原
則
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
額
に
関
し
て
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
同
意
す
る
場
合
に
限
り
、
条
約
第
七
条
３
又
は
第
九
条
２
の
規
定
に
従
っ
て
調
整
を
行
う
義
務
を
負
う
こ
と
が
了
解

さ
れ
る
。

３

条
約
の
議
定
書
３
中
「
２

及
び
」
を
削
る
。

(a)



４

条
約
の
議
定
書
４
中
「
第
十
一
条
３
及
び
」
を
削
る
。

５

条
約
の
議
定
書
３
、
４
及
び
５
を
そ
れ
ぞ
れ
条
約
の
議
定
書
４
、
５
及
び
６
と
す
る
。

第
十
九
条

１

各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
、
書
面
に
よ
り
、
こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
た
め

に
必
要
と
さ
れ
る
国
内
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
通
告
を
行
う
。
こ
の
議
定
書
は
、
遅
い
方
の
通
告
が
受
領
さ
れ

た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
議
定
書
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

日
本
国
に
お
い
て
は
、

(a)

課
税
年
度
に
基
づ
い
て
課
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後

(i)
に
開
始
す
る
各
課
税
年
度
の
租
税

課
税
年
度
に
基
づ
か
な
い
で
課
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日

(ii)
以
後
に
課
さ
れ
る
租
税

ス
イ
ス
に
お
い
て
は
、

(b)

源
泉
徴
収
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
支
払
わ
れ
、

(i)
又
は
貸
記
さ
れ
る
額

そ
の
他
の
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
各
課
税
年

(ii)
度

３

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
六
条
１
の
規
定
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
条
約
第
二
十
五
条
１
の
規
定
は
、
当
該
規
定
の

対
象
と
な
る
租
税
が
課
さ
れ
る
日
又
は
当
該
租
税
に
係
る
課
税
年
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら

適
用
す
る
。

４

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
六
条
２
の
規
定
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
条
約
第
二
十
五
条
５
か
ら

ま
で
の
規
定
は
、

12

こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
次
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
お
い
て
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
事
案
。
当

(a)
該
事
案
の
未
解
決
の
事
項
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
の
後
三
年
を
経
過
す
る
ま
で
は
、
仲
裁
に
付
託
さ
れ
な

い
。こ

の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
の
後
に
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
る
事
案

(b)



源
泉
徴
収
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
支
払
わ
れ
、

(i)
又
は
貸
記
さ
れ
る
額

そ
の
他
の
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
各
課
税
年

(ii)
度

３

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
六
条
１
の
規
定
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
条
約
第
二
十
五
条
１
の
規
定
は
、
当
該
規
定
の

対
象
と
な
る
租
税
が
課
さ
れ
る
日
又
は
当
該
租
税
に
係
る
課
税
年
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら

適
用
す
る
。

４

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
六
条
２
の
規
定
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
条
約
第
二
十
五
条
５
か
ら

ま
で
の
規
定
は
、

12

こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
次
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
お
い
て
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
事
案
。
当

(a)
該
事
案
の
未
解
決
の
事
項
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
の
後
三
年
を
経
過
す
る
ま
で
は
、
仲
裁
に
付
託
さ
れ
な

い
。こ

の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
の
後
に
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
る
事
案

(b)



５

こ
の
議
定
書
は
、
条
約
が
有
効
で
あ
る
限
り
効
力
を
有
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。

二
千
二
十
一
年
七
月
十
六
日
に
ベ
ル
ン
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
及
び
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作

成
し
た
。
解
釈
に
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
英
語
の
本
文
に
よ
る
。

日
本
国
政
府
の
た
め
に

白
石
興
二
郎

ス
イ
ス
連
邦
政
府
の
た
め
に

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
フ
リ
ュ
ッ
キ
ガ
ー


